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反
面
、
我
が
国
の
人
工
林
資
源
は

成
熟
期
を
迎
え
、
合
板
、
集
成
材
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
技
術
開
発
は
も
と
よ
り
、

製
材
に
お
い
て
は
横
架
材
な
ど
大
き

な
規
格
の
製
品
で
も
品
質
を
向
上
さ

せ
、
安
定
供
給
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」
の
も
と
、

都
市
部
に
お
い
て
も
木
造
に
よ
る
中

高
層
ビ
ル
、
商
用
・
事
業
用
施
設
等

の
建
設
が
全
国
各
地
で
着
実
に
進
ん

で
お
り
、
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
カ
ー
ボ
ン
削
減
に
向
け
た
制
度
の

検
討
に
も
着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
木
材
需
給
の
活
性
化

の
機
運
を
迎
え
る
中
で
、「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実

現
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
循
環

利
用
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な
ど
、

社
会
・
経
済
か
ら
の
様
々
な
期
待
に

応
え
る
た
め
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
他
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
関
係
団
体
と
と
も
に
、
林
業
・
木

材
産
業
が
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
一
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
展
開
を
実
現
す
る

た
め
、
全
木
連
と
し
て
、
国
産
材
に

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
皆
様
方
に

は
本
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
・

経
済
情
勢
は
、
今
更
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
国
内
外
と
も
に
、
引
き

続
き
大
き
な
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。

木
材
産
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
官
民

挙
げ
た
取
組
の
成
果
か
ら
非
住
宅
の

木
造
物
件
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い

る
と
は
言
え
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
住
宅
価
格
の
上
昇
等
に
よ
り
、
戸

建
て
住
宅
の
着
工
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
資
材
費
や
コ
ス
ト
の

増
嵩
、
労
働
力
不
足
の
影
響
等
に
よ

り
、
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
の
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
る
品
質
や
生
産
技
術
の
向

上
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
可
能
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
木
材

の
利
用
拡
大
、
労
働
力
の
確
保
や
適

切
な
価
格
形
成
な
ど
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
正
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
林
業
・

木
材
産
業
全
て
の
事
業
者
に
お
い
て
、

時
勢
が
求
め
る
流
れ
に
乗
っ
て
、
合

法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
の
み
を
流

通
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
識

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
で
す
。「
丙
」
は
「
火
の

よ
う
に
明
る
く
強
い
」
こ
と
を
表
し
、

「
午
」
は
「
行
動
力
と
元
気
の
象
徴
」

と
言
わ
れ
、
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
行
動
し
、
改
革
を
実
現
す
る

年
に
な
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。全

木
連
と
い
た
し
ま
し
て
、
木
材

を
優
先
す
る
社
会
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー

ス
ト
社
会
）
の
実
現
を
目
指
し
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
木
材
の
利

用
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
一
層
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

菅 

　
野 

　
康 

　
則

第
60
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
（
東
京
大
会
）

　
　
期
日
：�

令
和
8
年
10
月
29
日
（
木
）

　
　
場
所
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
　
東
京
都
台
東
区
（
懇
親
会
会
場
：
同
ホ
テ
ル
）

☆�

木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
大
勢
の
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

令令和和７７年年度度 木木材材利利用用推推進進ココンンククーールル（（内内閣閣総総理理大大臣臣賞賞））

＜＜施施設設概概要要＞＞

岡岡山山市市中中心心部部、、西西川川緑緑道道公公園園にに面面すするる敷敷地地にに計計画画さされれたた、、循循環環ををココンンセセププトトととししたた木木造造複複合合施施設設。。
地地方方都都市市のの市市街街地地にに多多いい低低層層商商業業施施設設ににフフィィッットトししたた一一方方向向ララーーメメンン、、燃燃ええ代代設設計計（（準準耐耐火火構構造造））にによよ
るる木木材材現現ししのの空空間間ととななっってていいるる。。地地方方のの中中小小製製材材所所でで製製作作可可能能なな構構成成部部材材をを用用いい、、木木材材のの調調達達、、部部材材
生生産産、、建建設設ままででをを地地域域内内でで担担ええるるここととやや、、雨雨水水循循環環にによよるる菜菜園園へへのの灌灌漑漑シシスステテムムのの整整備備ななどど、、工工夫夫ががここらら
さされれてておおりり、、地地方方でで展展開開可可能能なな都都市市木木造造のの一一タタイイププととななるるここととがが期期待待さされれるる。。

（（建建物物外外観観））

（（建建物物内内観観））

（（ババルルココニニーー））

NISHIGAWA TERRACE（岡山県）
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資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
今
、

持
続
的
に
経
営
さ
れ
て
い
る
森
林
か

ら
の
産
物
で
あ
る
こ
と
や
合
法
性
が

確
認
さ
れ
た
木
材
を
供
給
し
、
利
用

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
木

材
産
業
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
森

林
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
持
続
的

な
資
源
で
あ
る
木
材
の
循
環
利
用
の

推
進
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
私
ど
も
業
界
自
ら
が
、
川
上
・

川
下
の
皆
様
と
連
携
し
て
安
定
し
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
築
く
と
と
も

に
、
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
は

も
と
よ
り
、
木
材
が
選
ば
れ
る
よ
う

品
質
・
性
能
の
確
か
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品

等
の
供
給
、
木
材
利
用
の
推
進
の
働

き
か
け
な
ど
の
取
組
を
更
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
木
協
連
で
は
、
木
材
利
用
促
進

の
た
め
の
利
子
助
成
、
リ
ー
ス
に
対

す
る
支
援
、
共
同
事
業
、
共
済
事
業
、

外
構
部
の
木
質
化
対
策
支
援
事
業
な

ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
通
じ
て
木
材
事
業
者
の
体
質

の
強
化
と
、
供
給
体
制
の
整
備
な
ど

に
全
木
連
と
も
力
を
合
わ
せ
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
、
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
標
に
掲

げ
、
官
民
を
挙
げ
た
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
分
野
で
は
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
進
め
、
木
材
利
用

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
取
組
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
林
野
庁
や

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

行
政
機
関
に
、
都
市
部
で
の
木
材
利

用
、
と
り
わ
け
国
産
材
の
活
用
に
関

す
る
予
算
措
置
や
施
策
の
拡
充
等
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

最
近
で
は
、
民
間
の
木
造
中
高
層

ビ
ル
を
目
に
す
る
機
会
も
増
え
、
都

市
部
に
お
い
て
も
森
林
や
木
材
に
対

す
る
理
解
や
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
木
材
利
用
の
取
組
に

吹
い
て
い
る
強
い
追
い
風
を
し
っ
か

り
と
捉
え
、
国
内
の
森
林
資
源
を
有

効
に
活
用
し
木
材
の
持
続
的
な
利
用

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
後
と
も
業
界
自
ら
が
率
先
し
た
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

特
に
、
木
材
が
こ
の
よ
う
な
社
会

の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
再
生
可
能
な

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

に
は
本
会
の
業
務
運
営
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
一
昨
年
に
引
き

続
い
て
の
記
録
的
な
高
温
や
、
九
州

地
方
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の
多

発
の
ほ
か
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境

全
般
に
対
し
て
地
球
温
暖
化
の
影
響

が
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、「
２
０
５
０
年
カ
ー

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

平
　 

方
　 

　
宏

第
17
回
新
た
な
「
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会

日
時
：�

令
和
8
年
3
月
2
日
（
月
）
13
：
30
～
15
：
50

場
所
：�

木
材
会
館　

7
階
ホ
ー
ル
（
江
東
区
新
木
場
）

主
催
：�（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　

�

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：�

１
０
０
名

　
　
　

�（
一
般
消
費
者
、
建
築
・
設
計
、
木
材
関
係
者
等
）

皆様に安心を提供する
全木連グループの各種保険制度

～～ケケガガ・・病病気気のの入入院院ななどどのの備備ええにに ～～

従業員のために中型グループ

経営者のために総合保障プラン

総合賠償補償制度

任 意 補 償 制 度

木 退 共

第三者への事故対策に !

労働災害への対策に !

従業員の退職金の準備に!

連絡先：全国木材協同組合連合会 〒102-0082  東京都千代田区一番町25番地    ℡℡ ㈹ 03-6261-9138
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ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
に
お
け
る

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
な
ど

の
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や

世
代
交
代
、
不
在
村
化
等
に
よ
り
森

林
経
営
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
境
界
が

不
明
確
に
な
る
な
ど
の
課
題
に
対
処

し
、
森
林
の
健
全
な
管
理
・
経
営
を

確
保
す
べ
く
、
本
年
４
月
に
改
正
森

林
経
営
管
理
法
が
施
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
の

関
係
者
が
森
林
の
将
来
像
を
共
有
し
、

経
営
管
理
の
集
約
化
を
進
め
る
新
た

な
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。
市
町

村
、
森
林
所
有
者
、
森
林
組
合
、
事

業
者
等
が
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

地
域
の
森
林
を
将
来
に
わ
た
っ
て
誰

が
管
理
・
経
営
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
健

全
な
森
林
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

加
え
て
、
森
林
の
保
全
と
適
正
な

利
用
に
向
け
、
本
年
４
月
施
行
の
改

正
森
林
法
に
お
い
て
、
許
可
条
件
違

反
に
対
す
る
罰
則
を
新
設
す
る
な
ど
、

林
地
開
発
許
可
制
度
の
実
効
性
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
の
「
外

国
人
の
受
入
れ
・
秩
序
あ
る
共
生
社

会
実
現
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」

に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
指
示
を
受

け
て
、
森
林
の
土
地
の
取
得
の
届
出

に
お
い
て
国
籍
を
把
握
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

森
林
の
循
環
利
用
に
欠
か
せ
な
い

国
産
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
て
は
、

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中
、
木
材

需
要
の
多
く
を
占
め
て
き
た
住
宅
分

野
で
の
木
材
の
利
用
促
進
に
加
え
、

非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
昨
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で

は
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」
や
各
国
パ
ビ

リ
オ
ン
に
多
く
の
木
材
が
利
用
さ
れ
、

木
材
利
用
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

６
月
頃
を
目
途
に
新
た
な
基
本
計
画

を
策
定
す
べ
く
、
確
実
な
再
造
林
や

生
物
多
様
性
・
林
地
保
全
に
配
慮
し

た
森
林
整
備
、
木
材
の
価
値
を
最
大

化
す
る
流
通
・
加
工
、
都
市
等
に
お

け
る
木
材
利
用
の
拡
大
、
林
業
・
木

材
産
業
の
持
続
可
能
性
や
コ
ス
ト
構

造
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
・
共
有
な

ど
を
主
な
論
点
と
し
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

課
題
の
先
に
は
大
い
に
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
未
来
に
希
望
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
基
本
計
画
と
な
る
よ
う
、

現
場
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
を
進
め
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の

皆
様
が
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、

日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
本

年
も
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国

民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
一

人
に
と
っ
て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
環
境

省
と
連
携
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
算
定
・
報
告
・
公
表
制
度
（
Ｓ
Ｈ

Ｋ
制
度
）
に
お
い
て
、
事
業
者
が
自

ら
の
排
出
量
の
算
定
に
、
木
材
利
用

等
に
よ
る
炭
素
蓄
積
変
化
量
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交

通
省
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
の
削
減
に
向

け
、
令
和
10
年
度
を
目
途
に
建
築
物

の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
評
価
の
実
施
を
促
す

制
度
の
開
始
を
目
指
し
て
検
討
を
進

め
て
お
り
、
林
野
庁
も
木
材
の
省
Ｃ

Ｏ
2
効
果
が
評
価
さ
れ
る
べ
く
検
討

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組

み
を
活
用
し
て
、
特
に
企
業
の
社
屋

や
店
舗
な
ど
非
住
宅
分
野
で
の
木
材

利
用
を
進
め
る
べ
く
、
昨
年
10
月
か

ら
、
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
木
材
利

用
の
促
進
と
そ
の
効
果
の
「
見
え
る

化
」
を
進
め
る
、「『
森
の
国
・
木
の
街
』

づ
く
り
宣
言
」
に
参
画
す
る
方
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
価
値
は
木
材
生
産

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
空
間

を
利
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
や
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を

通
じ
て
つ
な
が
り
の
生
ま
れ
た
地
域

と
連
携
し
た
森
林
づ
く
り
活
動
等
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
林
野
庁
で

は
、
こ
う
し
た
多
様
な
森
林
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
・
活
用
に
よ
り
、
森
林
所

有
者
や
地
域
に
利
益
を
生
み
出
し
、

豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
取

組
を
「
森
業(

も
り
ぎ
ょ
う)

」
と
位

置
付
け
、
山
村
地
域
の
活
性
化
や
森

林
管
理
の
充
実
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
は
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の

変
更
年
で
す
。
現
行
基
本
計
画
に
基

づ
く
施
策
の
実
績
や
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
年

マ
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11

月
に
決
定
さ
れ
た
「
ク
マ
被
害
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
林
業
従

事
者
等
の
安
全
確
保
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
中
期
的
な
対
策
と
し
て

生
育
環
境
の
保
全
・
整
備
に
向
け
た

針
広
混
交
林
化
や
広
葉
樹
林
へ
の
誘

導
、
堅
果
類
の
豊
凶
調
査
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

先
人
の
努
力
に
よ
り
戦
後
造
成
さ

れ
て
き
た
人
工
林
の
約
６
割
が
50
年

生
を
超
え
、
利
用
可
能
な
資
源
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
確
立
し
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性

と
い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が

注
目
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の
課
題
は

森
林
が
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
多

く
の
企
業
が
森
林
の
循
環
利
用
に
関

心
を
持
ち
協
力
し
た
い
と
考
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
も

追
い
風
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。林

野
庁
で
は
、
人
工
林
資
源
の
循

環
利
用
に
向
け
て
、
路
網
の
整
備
や

再
造
林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
、

ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
原
木
・
木

材
製
品
等
の
生
産
体
制
の
強
化
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
よ

る
木
材
の
需
要
拡
大
、
多
様
な
担
い

手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
総
合
的
な

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
花
粉
症
対
策
に
つ
い
て
も
、
ス

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
に

か
け
て
岩
手
県
大
船
渡
市
を
始
め
各

地
で
発
生
し
た
大
規
模
な
林
野
火
災

や
８
月
上
旬
の
九
州
地
方
に
お
け
る

大
雨
な
ど
、
大
災
害
が
全
国
で
発
生

し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復

旧
・
復
興
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
関

係
者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
も
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
１
次
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
に
基
づ

き
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
森
林
整
備
や
治
山
対
策
を
一

層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
ク

年
頭
所
感

　
　
　
林
野
庁
長
官
　 

小 

　
坂 

　
善
太
郎

福寿草



令和 8年 1月 5日（月曜日）� （第 701 号）全　木　連　時　報

令和７年　重大ニュース

5/16－17　全木連、全木協連等の総会、理事会

2/19－20　 初めて木材産業特定技能 １ 号測定試験を
海外で実施（インドネシア スマラン）

3/13　JAS 製材品普及推進展示会に替わる新たな表彰制度として、
第 １ 回日本製材技術賞表彰式を開催

3/14　令和 ８ 年度予算等に関する要望等活動
（金子恭之 衆議院議員 現国土交通大臣）

2
月

3
月

3
月

5
月

5
月

5/16　建物木材利用促進協定の再締結
（平方 全木協連会長、菅野 全木連会長、青山豊久 林野庁長官）

5/16　令和 ７ 年度施策の実行、令和 ８ 年度予算等に関する
要望等活動（後藤茂之 衆議院議員）
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9/5　大阪・関西万博（大屋根リング） 9/4　アトラクション、ミャクミャク（懇親会）

6/19　令和 ７ 年度施策の実行、令和 ８ 年度予算等に関する
要望等活動（宇波弘貴 財務省主計局長）

9/4　記念撮影（懇親会）

9/4　第59回全国木材産業振興大会（大阪）
（会場：大阪市中央公会堂）

9
月

9/4　第59回全国木材産業振興大会（大阪）

6
月

9
月
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10/28　令和 7 年度木材利用推進コンクール
（内閣総理大臣受賞者）

11/20　令和 ７ 年度補正予算、令和 ８ 年度予算等に関する要望等活動
（中谷 元 衆議院議員）

11/18　鈴木憲和 農林水産大臣表敬（平方 全木協連会長、本郷 副会長）

10
月

11
月

11
月

11/19　令和 ７ 年度補正予算、令和 ８ 年度予算等に関する要望等活動
（小坂善太郎 林野庁長官）

11/20　令和７年度補正予算、令和 ８ 年度予算等に関する要望等活動
（宿本尚吾 国土交通省住宅局長）

11/19　全木連、全木協連等の臨時総会、理事会

11/20　令和７年度補正予算、令和 ８ 年度予算等に関する要望等活動
（根本幸典 農林水産副大臣）
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◎ 好 評 発 売 中 ！ 

製材作業の入門書、外国人材学習の参考書  

全木連ホームページから購入申込書をダウンロードし、必要事項を記入の上、全国木材組合連合会技能実習評価試験事務局に
（ご購入について） 

 
メール(ginou@zenmoku.jp)、もしくはFAX（03-6261-9133）にて注文してください。 

景　況　調　査
令和7年11月分集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１５６　回答８９　回収率５７％　　　　　　　 〔製造部門〕 モニター数１３３　回答数７８　回収率５９％

・当月の状況 ・当月の状況

販 売 量 増　加２６％（２３）変わらず５２％（４６）減　少２２％（１９） 販 売 量 増　加２１％（１６）変わらず６６％（５０）減　少１３％（１０）

仕 入 量 増　加２０％（１８）変わらず５５％（４８）減　少２５％（２２） 仕 入 量 増　加２１％（１６）変わらず６７％（５１）減　少１２％（　９）

販売価格 上　昇　５％（　４）変わらず９４％（８３）下　降　１％（　１） 販売価格 上　昇　４％（　３）変わらず９６％（７３）下　降　０％（　０）

仕入価格 上　昇１３％（１１）変わらず８６％（７６）下　降　１％（　１） 仕入価格 上　昇１３％（１０）変わらず８６％（６５）下　降　１％（　１）

・来月の見通し ・来月の見通し

販 売 量 増　加１６％（１４）変わらず５８％（５２）減　少２６％（２３） 販 売 量 増　加２２％（１７）変わらず６５％（５０）減　少１３％（１０）

仕 入 量 増　加１７％（１５）変わらず６１％（５４）減　少２２％（２０） 仕 入 量 増　加２１％（１６）変わらず６６％（５１）減　少１３％（１０）

販売価格 強含み　４％（　４）保ち合い９４％（８４）弱含み　１％（　１） 販売価格 強含み　９％（　７）保ち合い９１％（７０）弱含み　０％（　０）

仕入価格 強含み１６％（１４）保ち合い８３％（７４）弱含み　１％（　１） 仕入価格 強含み１４％（１１）保ち合い８４％（６５）弱含み　１％（　１）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み ３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 １９％（１１） ７３％（４３） 　８％（　５） 米　　材 ２５％（　６） ６３％（１５） １３％（　３）

南 洋 材 １５％（　７） ８１％（３９） 　４％（　２） 南 洋 材 ２７％（　４） ６７％（１０） 　７％（　１）

北洋材（欧州材を含む） ２９％（１６） ６４％（３６） 　７％（　４） 北洋材（欧州材を含む） ２９％（　６） ６２％（１３） １０％（　２）

国 産 材 １８％（１４） ７４％（５８） 　８％（　６） 国 産 材 １５％（１１） ６４％（４８） ２１％（１６）

建　　材 １６％（　９） ７８％（４３） 　５％（　３）

・プレカットの動向 ・プレカットの動向

発注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 受注後、加工までの待
ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上

３４％（２０） ５９％（３４） ７％（　４） ３８％（１３） ５３％（１８） ９％（　３）

第
60
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

（
東
京
）
へ
の
参
加
の
お
願
い

大
会
は
10
月
29
日
に
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
（
東
京
都
台
東
区
）
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
同
会
場
は
、
東
京

の
観
光
名
所
で
も
あ
る
浅
草
寺
、
雷

門
に
隣
接
し
、
参
道
に
は
雷
お
こ
し
、

人
形
焼
き
な
ど
の
老
舗
も
立
ち
並
び
、

伝
統
の
食
文
化
も
楽
し
め
る
と
こ
ろ

で
す
。
大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
木
場
木

遣
り
」
歌
で
皆
様
を
お
迎
え
す
る
な

ど
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
お

も
て
な
し
」
を
致
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
全
国
木
材
協
同
組
合

連
合
会
の
創
立
65
周
年
に
も
当
た
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

江戸時代から続く伝統芸能「木場の角乗」
（林野庁 福田木材産業課長も演技披露）

木場木遣り歌


